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記念

　

「
な
ば
り
市
議
会
だ
よ
り
」
が
、
平

成
８
年
８
月
に
創
刊
さ
れ
、
今
号
で

１
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
広
報
発
刊
に
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
議
員
諸
先
輩
方
や
、
歴
代
の
議

会
広
報
特
別
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
議
会
広
報
紙
「
な
ば
り

市
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
議
案
や
予
算

案
に
つ
い
て
審
議
し
た
内
容
や
議
会
活

動
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
か
ら
の
政

策
提
案
や
予
算
案
に
つ
い
て
、
議
員
か

ら
市
に
問
い
か
け
た
内
容
や
そ
の
回

答
、
ま
た
、
市
議
会
が
提
案
し
た
内
容

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
重
要
な
広
報
紙
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

市
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
作
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

市
議
会
か
ら
の
情
報
発
信
の
手
段
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
す
る
な
ど

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
活
動
を
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
「
な
ば
り
市
議
会
だ
よ

り
」
が
創
刊
よ
り
第
１
０
０
号
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
８
月
の
創
刊
以
来
、

四
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
名
張
市
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご

努
力
と
熱
意
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
「
と
も
に

考
え
と
も
に
築
き
、
未
来
に
つ
な
ぐ
福
祉

の
理
想
郷
」
を
基
本
理
念
と
し
、
豊
か
な

自
然
と
文
化
に
包
ま
れ
て
、
誰
も
が
元
気

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
「
な
ば
り
市
議
会
だ
よ
り
」
に

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の
動
き
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

市
政
へ
の
理
解
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

け
る
こ
と
は
、
行
政
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
大
変
心
強
く
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

「
な
ば
り
市
議
会
だ
よ
り
」
が
今
後
更

な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
名
張
市
議
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
議
員
各
位
の
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
こ
と

ば
と
い
た
し
ま
す
。

名
張
市
長

名
張
市
長

　
　
　

亀
井　

利
克

　
　
　

亀
井　

利
克

名
張
市
議
会
議
長

名
張
市
議
会
議
長

　
　
　

常
俊　

朋
子

　
　
　

常
俊　

朋
子

進化 と 継承
これまでも これからもこれまでも これからも

市民とともに 市民とともに 紡
つ むつ む

いでいで
第100号第100号

　

名
張
市
議
会
に
「
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
う
」
「
関
心
と
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
」
「
よ
り
伝
わ
り
や
す
く
」
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
有
益
な

紙
面
と
す
る
た
め
、
毎
号
、
委
員
全
員

で
苦
心
し
な
が
ら
編
集
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
議
場
で
の
や
り
取
り
は
、

専
門
用
語
や
行
政
特
有
の
言
い
回
し
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
各
議
員
か
ら
「
こ

こ
は
し
っ
か
り
と
紙
面
掲
載
を
」
と
原

稿
を
預
か
り
ま
す
の
で
、
委
員
会
と
し

て
も
責
任
を
果
た
す
べ
く
「
一
字
一
句

正
確
か
つ
公
正
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
っ
と
分
か

り
や
す
く
、
専
門
用
語
に
は
注
釈
を
入

れ
る
な
ど
、
協
議
を
し
な
が
ら
仕
上
げ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
手
に
と
っ
て
も
ら
い
や
す
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
議
会

の
動
き
が
伝
わ
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り

を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
長

議
会
広
報
特
別
委
員
長

　
　
　
　
　

森
脇　

和

　
　
　
　
　

森
脇　

和
德

「なばり市議会だより」の編集を
  行っている議会広報特別委員会

（左から）荊
いげはら

原委員、木平委員、足立副委員長、
  森脇委員長、阪本委員、坂本委員

◎7ページに名張市議会の25年間を振り返る「四半世紀ヒストリー」を掲載しています。
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● 

福
祉
・
環
境

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
貧
困
・
健
康
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
気
候
変
動
な
ど
に
つ
い
て
の

17
の
国
際
目
標
と
、
そ
れ
ら
を
達
成

す
る
た
め
の
１
６
９
の
具
体
的
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
る
国
際
社
会

共
通
の
目
標
。

三
原 

淳
子 

議
員

※
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
的
処
方

士
）
…
ま
ち
の
保
健
室
や
地
域
担

当
保
健
師
、
関
係
職
員
な
ど
、
地
域

ご
と
に
地
域
資
源
を
把
握
し
、「
社

会
と
の
つ
な
が
り
」
を
処
方
す
る
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
知
識
を
持
っ
た

専
門
職
。

AQ＆ 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

　

３
月
定
例
会
（
第
３
９
７

回
）
は
３
月
２
日
開
会
、
24

日
閉
会
の
23
日
間
の
日
程
で

行
い
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た

議
案
は
条
例
改
正
９
件
、
令

和
３
年
度
当
初
予
算
10
件
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
企

業
会
計
の
補
正
予
算
３
件
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正

予
算
10
件
、
専
決
処
分
に
か

か
る
報
告
１
件
、
一
般
議
案
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
議
員

提
出
議
案
３
件
で
す
。
こ
れ
ら
の
39
議
案
を
本
会
議
・
予
算

特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
審
議
し
38
議
案
を
可
決
・
承

認
ま
た
は
同
意
し
、
１
議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
４
人
の
議
員
が
提
出
し
た
、「
議
案
第
１
号
令
和
３
年

度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
に
対
す
る
予
算
組
み
替
え
動
議

に
つ
い
て
」
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
一
般
質
問
で
は
、
９
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般

に
わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年

令
和
３
年  

33
月
定
例
会

月
定
例
会

山
下 

登 

議
員

高
齢
者
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
の
保
健
室
と
民
生
委
員
児

童
委
員
と
の
連
携
に
よ
る
見
守

り
、
ま
た
地
域
づ
く
り
組
織
の

方
々
の
見
守
り
な
ど
も
行
わ
れ
、

二
重
三
重
に
体
制
が
と
ら
れ
て

い
る
と
の
認
識
を
示
さ
れ
て
い

る
が
、
現
況
の
取
組
に
つ
い
て

問
う
。 高

齢
者
支
援
の
現
況

Q本
市
は
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
増
加
な
ど
、
日
常

生
活
の
多
く
の
場
面
で
支
援
を

必
要
と
す
る
状
況
が
生
じ
て
お

り
、
介
護
予
防
や
認
知
症
ケ
ア
、

医
療
と
介
護
・
福
祉
の
連
携
、

生
活
支
援
を
柱
に
施
策
を
推
進

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る
「
地

域
福
祉
教
育
総
合
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
構
築
す
る
中
で
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現

A

公
明
党 

吉
住 

美
智
子 

議
員

子
宮
頸
が
ん
発
症
は
若
い
女
性

に
増
加
し
、
年
間
約
２
８
０
０

人
が
死
亡
し
て
い
る
。
平
成
25

年
４
月
か
ら
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
を
開
始
し
た
が
、
副

反
応
の
報
告
で
勧
奨
を
中
止
し

た
。
近
年
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

子
宮
頸
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が

５
割
低
下
し
た
研
究
結
果
も
出

て
い
る
。
厚
労
省
か
ら
二
度
、

小
学
６
年
か
ら
高
校
１
年
生
に

積
極
的
勧
奨
で
は
な
く
、
検
討
・

判
断
す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
個
別
配
布
す
る
よ
う
通
知

さ
れ
た
。
接
種
の
選
択
が
で
き

る
よ
う
対
象
者
に
個
別
通
知
す

べ
き
だ
。

子
宮
頸け

い
が
ん
予
防

Q
個
別
通
知
は
高
１
へ

A
対
象
者
は
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
全

額
公
費
で
３
回
接
種
で
き
る
。
小

学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
に
は
、

学
校
を
通
じ
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
高
校
１
年
生
に
相
当
す

る
女
子
に
は
、
個
別
通
知
で
有
効

性
や
安
全
性
に
関
す
る
情
報
を
積

極
的
に
提
供
す
る
。

自
由
ク
ラ
ブ

令
和
２
年
度
補
正
予
算

　

一
般
会
計
で
、
５
億
３
８
９
７
万
円
の
増
額
補
正
を

行
い
、
増
額
後
の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は

３
９
０
億
８
７
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
で
は
４
９
２
万
円
の
減
額
、
介
護
保
険
特

別
会
計
で
は
２
億
８
２
０
６
万
円
の
増
額
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
で
は
８
８
４
万
円
の
減
額
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

２
７
３
億
４
千
万
円
を
可
決

令
和
３
年
度
補
正
予
算

　

一
般
会
計
で
、
４
億
８
５
０
３
万
円
の
増
額
補
正

を
行
い
、
増
額
後
の
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
総

額
は
２
７
８
億
２
５
０
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
59
万
円
の
増
額
、
病
院

事
業
会
計
で
は
76
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
　

（
Ｃ
Ｏ  

）
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
め

ざ
す
」
と
表
明
し
た
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
現
時
点
で
２
９
８

自
治
体
が
表
明
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
表
明
を

行
う
よ
う
求
め
る
。

Ｃ
Ｏ
 
実
質
ゼ
ロ
表
明

Q国
は
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
標

に
掲
げ
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
の
表
明
を
推
進
し
て
い

る
。
こ
の
理
念
や
地
球
温
暖
化
対

策
な
ど
も
反
映
し
、
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

（
※
）
の
考
え
方
も
活
用
し
て
、

よ
り
一
層
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
努
め
て
い
く
。
そ
の
実

現
の
た
め
、
２
０
２
１
年
度
に

第
三
次
な
ば
り
快
適
環
境
プ
ラ

ン
の
見
直
し
を
進
め
る
と
共
に
、

２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ　

排
出
実
質

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
表
明
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

２
０
２
１
年
度
に
向
け

A 心
風
会

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

₂
₂

₂

生
活
困
難
へ
の
支
援
を

Q多
機
関
協
働
の
核
と
な
る
職
員

を
ま
ち
の
保
健
室
に
配
置
し
、

複
合
的
な
生
活
課
題
を
抱
え
る

相
談
者
に
対
し
て
の
支
援
を
強

化
す
る
。
困
っ
て
い
る
人
を
地

域
活
動
や
行
政
支
援
に
つ
な
げ

る
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
（
※
）
養

成
研
修
を
実
施
し
、
伴
走
型
で

の
見
守
り
体
制
を
整
え
る
。

伴
走
型
支
援
を
進
め
る

A コ
ロ
ナ
禍
で
、
収
入
が
減
り
暮

ら
し
が
ま
ま
な
ら
な
い
事
態
が

顕
著
に
あ
る
。
特
に
非
正
規
労

働
者
や
女
性
、
子
ど
も
な
ど
社

会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
を

直
撃
し
て
い
る
。
厚
労
省
も
生

活
保
護
は
権
利
で
あ
り
、
た
め

ら
わ
ず
に
相
談
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。
生
活
困
難
の
要

因
は
一
つ
で
は
な
く
様
々
で
あ

り
、
ど
ん
な
相
談
で
も
受
け
る

窓
口
を
設
置
し
、
市
民
の
生
活

困
難
へ
の
支
援
が
必
要
だ
。

無
会
派
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本
市
財
政
の
運
営
責
任
者
の
一
人

で
あ
る
副
市
長
は
、
本
市
財
政
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
診
断
し
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
と
思
う

か
。

副
市
長
の
見
解
を
問
う

Q本
市
の
財
政
は
思
っ
て
い
た
よ
り

厳
し
い
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
厳

し
い
は
ず
な
の
に
、
業
務
や
工
事

の
決
裁
が
次
々
簡
単
に
回
っ
て
く

る
と
「
財
政
の
厳
し
さ
が
本
当
に

わ
か
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
疑
問

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
職
員
の
意

識
改
革
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

職
員
の
働
き
を
10
％
か
ら
15
％
ア

ッ
プ
し
て
令
和
３
年
度
の
予
算
は

執
行
段
階
で
、
95
％
以
下
に
抑
え

て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
い
。
ま

た
、
若
い
人
の
意
見
を
い
か
に
政

策
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
。
部
長

は
自
分
の
部
局
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
市
役
所
全
体
を
感
じ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
を
実
現
し
た
い
。

予
算
の
執
行
を
抑
え
る

A 自
由
ク
ラ
ブ

柏 

元
三 

議
員

● 

行
財
政

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
学
校
給
食

は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
で
の
実
施
を

検
討
中
だ
と
思
う
が
建
設
費
用
は

い
く
ら
で
、
保
護
者
負
担
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
予
定
か
。
財
政
課

題
が
山
積
し
て
い
る
本
市
に
お
い

て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
代
わ
り
に
、
市
の
負
担
す
る
費

用
を
各
保
護
者
に
給
付
し
て
は
ど

う
か
。
特
に
中
学
生
は
、
男
子
生

徒
と
女
子
生
徒
で
は
食
事
量
が
大

幅
に
違
う
。
給
付
金
と
少
し
の
保

護
者
負
担
で
自
由
に
弁
当
を
購
入

す
れ
ば
給
食
の
代
替
え
に
な
る
と

考
え
る
。 中

学
校
給
食
に
つ
い
て

Q
セ
ン
タ
ー
方
式
で
検
討

Aセ
ン
タ
ー
方
式
で
の
実
施
を
検

討
し
て
お
り
、
建
設
費
用
と
長

期
の
運
営
費
用
を
合
わ
せ
34
億

円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。
給

食
費
の
保
護
者
負
担
は
月
額

５
６
０
０
円
程
度
に
な
る
。
今

後
、
児
童
数
の
減
少
、
給
食
室

の
老
朽
化
が
進
む
中
、
自
校
方

式
の
小
学
校
給
食
も
課
題
と
捉

え
、
合
わ
せ
て
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
の
集
約
に
つ
い
て
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

● 

教
育

川
合 

滋 

議
員

喜
働

都
市
振
興
税
が
延
長
さ
れ
る
３

年
間
、
人
件
費
削
減
と
病
院
経

営
改
革
に
加
え
１
億
円
の
行
財

政
改
革
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
歳
出
削
減
内
容
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
額
を
問
う
。

具
体
的
な
行
財
政
改
革

QA 坂
本 

直
司 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

事
務
事
業
効
率
化
な
ど

災
害
廃
棄
物
処
理
の
委
託
料
に

つ
い
て
、
建
物
所
有
者
が
加
入

す
る
保
険
で
補
て
ん
さ
れ
る
場

合
、
市
の
負
担
を
廃
止
す
る
こ
と

で
約
１
０
５
０
万
円
、
ゆ
め
づ
く

り
協
働
事
業
の
運
用
見
直
し
で

１
０
０
０
万
円
、
庁
舎
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
守
点
検
を
随
意
契
約
か
ら

一
般
競
争
入
札
へ
変
更
す
る
こ
と

で
約
１
８
０
万
円
、
加
え
て
職
員

研
修
費
、
広
報
活
動
費
、
が
ん
対

策
事
業
な
ど
事
務
事
業
の
見
直

し
と
効
率
化
で
、
合
わ
せ
て
約

３
５
０
０
万
円
と
な
る
。
さ
ら
に

会
計
年
度
任
用
職
員
50
名
削
減
の

約
５
７
０
０
万
円
を
含
め
、
合
計

約
９
２
０
０
万
円
の
削
減
を
行
う
。

　各定例会の開会から閉会まで、本会議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコープ 203ch）
で生中継されています。生中継を見られなかった人も、インターネットで録画配信をご覧い
ただけます（おおむね1週間後の配信）。
　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホーム
ページから名張市議会をクリック）の議会録画中継バナーをクリックして
いただくか、右のQRコードを読み取りください。

「議会録画中継」 「議会録画中継」 はテレビ・はテレビ・パソコンパソコン・・スマホスマホからご覧いただけます！からご覧いただけます！

細
矢 

一
宏 

議
員

公
明
党

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
が
人
と

の
接
触
を
避
け
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
学
校
教

育
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
、

学
力
的
な
面
で
は
補
完
可
能
な

環
境
が
整
え
ら
れ
た
が
、
人
間

形
成
に
は
人
と
の
接
触
や
つ
な

が
り
が
必
要
だ
。
人
格
形
成
や

心
の
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育

Q近
年
の
社
会
情
勢
や
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
学
校
教
育
の
果
た
す
べ
き

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
授
業
は
も
と

よ
り
学
校
活
動
全
般
に
わ
た
っ

て
、
様
々
な
工
夫
を
し
、
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
教
育
を
進

め
て
い
く
。

つ
な
が
り
を
重
視

A

本
市
で
は
９
月
26
日
か
ら
始
ま

る
三
重
と
こ
わ
か
国
体
に
お
い

て
、
軟
式
野
球
・
弓
道
・
ホ
ッ

ケ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。
大
会
期

間
中
に
多
く
の
選
手
や
関
係
者

が
お
越
し
に
な
る
た
め
、
案
内

や
お
も
て
な
し
を
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

募
集
に
つ
い
て
問
う
。

国
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Q当
初
は
受
付
や
案
内
な
ど
を
お

願
い
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
考
え
て
い
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
密
を

避
け
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

た
結
果
、
今
回
は
募
集
し
な
い

こ
と
に
し
た
。
競
技
関
係
者
と

市
職
員
に
よ
る
必
要
最
少
人
数

で
の
対
応
と
す
る
。

今
回
は
募
集
し
な
い

A 福
田 

博
行 
議
員

清
風
ク
ラ
ブ

三重とこわか国体・三重とこわか
大会 公式マスコットキャラクター
　　　       とこまる
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▼専決処分した事件（令和２年度一般会計補正予算（第８号））▼令和３年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算▼令和３
年度東山墓園造成事業特別会計予算▼令和３年度国津財産区特別会計予算▼令和３年度病院事業会計予算▼令和３年度水道事
業会計予算▼令和３年度下水道事業会計予算▼（議案第11号）職員の給与に関する条例等の一部改正▼会計年度任用職員の給
与及び費用弁償に関する条例の一部改正▼手数料徴収条例の一部改正▼国民健康保険税条例の一部改正▼コミュニティバス運
行条例の一部改正▼附帯控訴の提起▼令和２年度一般会計補正予算（第９号）▼令和２年度住宅新築資金等貸付事業特別会計
補正予算（第１号）▼令和２年度東山墓園造成事業特別会計補正予算（第２号）▼令和２年度国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）▼令和２年度介護保険特別会計補正予算（第３号）▼令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）▼令
和２年度国津財産区特別会計補正予算（第１号）▼令和２年度病院事業会計補正予算（第３号）▼令和２年度水道事業会計補
正予算（第１号）▼令和２年度下水道事業会計補正予算（第１号）▼職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改正▼（議案第
30号）職員の給与に関する条例等の一部改正▼令和３年度一般会計補正予算（第１号）▼令和３年度病院事業会計補正予算
（第１号）▼令和３年度水道事業会計補正予算（第１号）▼固定資産評価審査委員会委員の選任同意▼人権擁護委員の推薦▼
（議員提出議案）議会会議規則の一部改正▼（議員提出議案）議会政務活動費の特例に関する条例の制定

表決が
分かれた
議案

森
岡

木
平

森
脇
三
原

阪
本

足
立 柏川
合

細
矢
吉
住

永
岡
坂
本

山
下

会派 喜働 心風会 公明党清風クラブ

○◯ ◯◯◯◯ ◯◯ ◯×

議
員
名

無会派
福
田

○

○

○
②

自由クラブ
幸
松

荊
原

○

い
げ
は
ら

①

○
○◯ ◯◯◯◯ ◯◯ ◯×○ ○○ ○

③

×

○

×

富
田

◯
◯

× ○ × ×
○ ○

×

× × × × × × × × × ×

①…▼令和３年度一般会計予算・・・可決
②…▼令和３年度国民健康保険特別会計予算▼令和３年度介護保険特別会計予算▼令和３年度後期高齢者医療特別  
　　会計予算▼介護保険条例の一部改正▼指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
　　める条例等の一部改正・・・可決
③…▼（議員提出議案）議会議員の議員報酬の特例に関する条例の一部改正・・・否決

　　　　　　　　　（常俊議長は採決に加わりません。〇は賛成した議員、×は賛成しなかった議員）

第 397回定例会　審議結果

全会一致
議案

その他
森
岡

木
平

森
脇
三
原

阪
本

足
立 柏川
合

細
矢
吉
住

永
岡
坂
本

山
下

会派 喜働 心風会 公明党清風クラブ

◯×

議
員
名

無会派
福
田

○ ○

自由クラブ
幸
松

荊
原

○

い
げ
は
ら

× ×

富
田

× × × × × × × × × ×

▼議案第１号令和３年度一般会計予算についてに対する予算組み替え動議・・・否決

議 会 改 革 ing

聴覚に障害のある人も手話通訳などを
介して本会議を傍聴していただけます。
手話通訳をご希望の場合は７日前までに、
ヒアリングループ装置の利用をご希望の場合は
3 日前までに議会事務局にご相談ください。

6月6月6月 開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）がCATVで生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

6月 10日木
15日火
16日水
17日木
18日金

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

21日月
22日火
23日水
28日月

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

市議会の情報はホームページや SNSでも随時掲載しています。
ぜひ、ご覧ください。

フェイスブック　
https://www.facebook.
com/nabarishigikai

ホームページ　
https://www.city.nabari.
lg.jp/110/index.html

ご意見・ご要望をお待ちしています  議会広報特別委員会（議会事務局　 63‐7834　　64‐8870　　 gikai@city.nabari.mie.jp）

■ 会議規則を改正しました
　3月 2日の本会議において、議員提出の「名張市議会会議規則の
一部改正規則」が全会一致で可決されました。主な改正点としては、
女性をはじめとする多様な人材の市議会への参画を促進する環境整
備を図る観点から、本会議や委員会への議員の欠席事由を「公務、
疾病、育児、看護、介護、配偶者の出産補助、その他のやむを得な
い事由」とし、また出産に係る欠席期間を出産予定日の最大 14 週
間前から出産後の 8週間までと明記しました。そのほか、国がデジ
タル化政策の一環で押印の見直しを進めるのに合わせ、市議会に対
する請願者に求めるとしていた「署名押印」を「署名又は記名押印」
に改正しました。

■ 令和 2年度に引き続き政務活動費を減額
　3月 24日の本会議において、議員提出の「名張市議会政務活動費の
特例に関する条例」が全会一致で可決されました。これにより、議員
一人あたり月額 4万円が交付される政務活動費について、半額の月額
2万円とし、令和 2年度と同額を削減しました。削減した費用 432 万
円は新型コロナウイルス感染症の対策費用の財源に充てられるよう要
望しました。また同日、4人の議員が提出した、都市振興税延長に合
わせ議員報酬の削減幅の拡大を求める「名張市議会議員の議員報酬の
特例に関する条例の一部改正条例」の採決も行われ、否決されました。

ツイッター　
https://twitter.com/nabari_gikai



2004年（平成16年）
9月　常任委員会を4委員会から３委
　　  員会に再編
2011年（平成23年）
10月　正副議長選挙の立候補制導入
2013年（平成25年）
4月　市議会フェイスブック開設
12月　本会議のテレビ中継・イン
　　　 ターネット録画配信を開始 
2014年（平成26年）
3月　「反問権」を導入
12月　議会報告会を初開催
2015年（平成27年）
12月　タブレット端末導入
2016年（平成28年）
6月　傍聴者の手話通訳利用と磁気
　　 誘導ループ装置利用が可能と
　　 なる
9月　常任委員会協議会設置
2017年（平成29年）
6月　質問席を設置し、一般質問が  
　　  対面方式になる
9月　「名張市議会基本条例」制定
10月　議会改革特別委員会設置
2018年（平成30年）
8月　定数20から18へ変更後初の    
　　  市議会議員選挙
2020年（令和2年）
3月　傍聴席にディスプレイを設置
6月　新型コロナウイルス感染症関
　　   連会派代表質問を実施
11月　市議会ツイッター開設
2021年（令和3年）
4月　なばり市議会だよりNo.100 
　　  発行

1996年（平成8年）8月

　創刊当初はカラー刷り８
ページで市議会単独発行。
平成 16 年 5 月 (No.32) か
ら市が発行する「広報なば
り」に挟み込む形式となり、
現在まで続いている。

なばり市議会だより創刊

　「議会だより編集委員会」に
代わって、平成 12 年 5月 (No.16) からは、新た
に設置された「議会広報特別委員会」で編集を行い、
現在まで続いている。

2006年（平成18年）3月
議員提出「名張市子ども条例」制定
　名張市議会初の議員提案政策条例で、子どもた
ちが健やかに育まれ、将来に夢と希望をもって力
強く生きることができるよう、社会全体で子ども
の成長を支えることを目的に制定した。

議員提出「名張市ばりばり食育条例」制定
　市全体で総合的かつ計画的に食育に取り組み、
市民一人ひとりが食を正しく学び、地域の特性を
生かした食育を実践し、健康で文化的な市民生活
が実現するよう制定した。

2013年（平成25年）12月
議員提出「伊賀名張の酒・名酒で乾杯を推進
する条例」制定
　古来の食文化とともに歩んできた名張の伝統的
な産業や酒文化を守り、育み、地域文化の発展へ
と繋ぐため、名張の酒
「名酒」による乾杯の
普及を推進し、市の経
済の振興および地域文
化の発展を図る目的で
制定した。

2016年（平成28年）12月
議員提出「『食べてだあこ』名張のお菓子で
おもてなし条例」制定
　名張のお菓子によるおもてなしの習慣やその魅力
を広め、四季の移
ろいを感じること
ができる心豊かな
まちを目指し制定
した。

2018年（平成30年）6月

　市、市民と事業者が一体となって、飲酒運転を
根絶するための活動を推進し、飲酒運転をしない、
させない、許さないという意識を市民に定着させ、
安全に安心して暮らすことができる市民生活の実
現を図ること
を目的に制定
した。

2019年（令和元年）9月
議員提出「名張市飲酒運転根絶に関する条例」制定

2020年（令和2年）8月
議員提出「性の多様性を認め合うまち・
なばり」宣言制定
　すべての人が幸

しあわせ

福に生きられるよう、性自認や
性的指向など、性の多様性が尊重され、誰もが自
分らしくありのままに暮らせる名張市の実現に
向けて、LGBT
など性的少数
者への差別解
消や支援を目
指し宣言した。

議員定数を2人削減
　名張市議会議
員の定数を定め
る条例を一部改
正し、議員定数
が 20 人から 18
人になった。

2016年（平成28年）3月

　担い手や事業者が活動・成長しやすい環境をつ
くることで伝統工芸・食の産業・製造業などもの
づくり産業をさらに発展させ、豊かで活力ある地
域社会の実現を目指し制定した。

議員提出「名張市ものづくり基本条例」制定

  第１回議場コンサート開催
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2013年（平成25年）9月

定数削減案可決定数削減案可決
2減 18人に2減 18人に

2016年（平成28年）3月

名酒で乾名酒で乾杯！杯！

　市民の皆さんに議会を身近
に感じていただくため「議場
コンサート」を開催した。第
1回は、名張市観光大使でギ
タリストの竹田京

きょうすけ

右さんに出
演いただいた。

近
場
第
ギ
出

議会だよりに掲載した主な出来事を取り上げ、
名張市議会の 25年間を振り返ります。

議会広報特別委員会設置
2000年（平成12年）3月
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